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再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください
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成
28
年
９
月

　
市
中
心
部
と
学
会
等
が
多
く
開
催
さ

れ
る
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
東
西
線

を
利
用
す
る
と
わ
ず
か
数
分
。
こ
れ
を

生
か
し
、
市
中
心
部
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
取
り
組
む
事
業
体
「
ま
ち
く

る
仙
台
」
で
は
、
会
議
主
催
者
と
連
携

し
て
商
店
街
へ
の
誘
客
を
図
っ
て
い
ま

す
。
広
報
担
当
の
渡
邊
智
之
さ
ん
は

「
東
西
線
の
開
業
に
よ
り
、
短
い
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
で
も
ま
ち
な
か
に
足
を
運
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
参
加
者
に
飲
食
店
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
配
布
し
、
人
を
呼
び
込
む
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
会
を
P
R
す
る

パ
ネ
ル
を
商
店
街
に
設
置
す
る
な
ど
、

ま
ち
全
体
で
大
規
模
会
議
の
受
け
入
れ

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　
「
商
店
街
と
の
連
携
は
、学
会
側
に
と

っ
て
も
大
き
な
利
点
に
な
り
ま
す
」
と

期
待
を
寄
せ
る
の
は
、
９
月
７
日
～
９

日
に
開
催
さ
れ
る
「
土
木
学
会
全
国
大

会
」
の
準
備
を
担
当
す
る
、
土
木
学
会

東
北
支
部
事
務
局
の
千
田
喜
美
さ
ん
。

「
こ
れ
ま
で
学
会
と
い
う
と
専
門
的
で
、

一
般
の
方
に
は
親
し
み
に
く
い
印
象
で

し
た
。
将
来
の
土
木
の
担
い
手
を
増
や

す
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
学
会
で
は
、
一
般
の
方
に
も
分

か
り
や
す
い
講
演
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

広
報
面
な
ど
商
店
街
の
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
で
、
土
木
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
東
西
線
開
業
前
は
、
参
加
者
の
移

動
に
苦
労
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
は
時
間

が
正
確
で
、
大
人
数
の
移
動
に
も
向
い

て
い
ま
す
。
Sスu
iイ
cカa
な
ど
も
利
用

で
き
る
の
で
、
県
外
か
ら
来
る
参
加
者

に
も
案
内
し
や
す
い
で
す
ね
」
と
千
田

さ
ん
。
渡
邊
さ
ん
は
「
今
後
も
東
西
線

を
活
用
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
西
線
が
結
び
つ
け
る
、

　
　
　
　
中
心
部
商
店
街
と
学
術
会
議

▲渡邊さん（左）と千田
さん

　
「
学
都
仙
台
」
と
い
わ
れ
る
仙
台
市
で
は
、
毎
年
多
く
の
学
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
会
や
国
際
会
議
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
中
心
部
の
商
店

街
で
は
、
東
西
線
を
活
用
し
て
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲

土木学会では、市内の土木遺産を巡る
市民向けの見学ツアーも企画されました

▲商店街と学会の双方に人が行き交う仕
組みづくりの一環として、アーケード内
に学会をPRするブースを設置

▲東西線の広瀬川橋りょうは平成25年度
土木学会田中賞を受賞
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